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RDC小委員会の概要

【活動期間】 2019年1月～2020年6月
【委員長】 能勢正仁 (名古屋大学宇宙地球環境研究所電磁気圏研究部)
【副委員長】 大向一輝 (東京大学大学院人文社会系研究科)
【他の初期委員】 林和弘 (文部科学省科学技術・学術政策研究所)

高橋菜奈子 (東京学芸大学附属図書館)
住本研一 (科学技術振興機構情報基盤事業部)

【2020年6月時点の会員数】 22名
【活動の目的】

• 研究データ利活用の推進においては、データ公開者のインセンティブの確保が重要である。
そのためには、論文に研究データの引用を相互運用性がある形で記載し、引用・被引用関
係を把握可能にすることが必要だが、研究データの引用は進んでいないのが現実である。

• そこで、各ジャーナルにおけるデータ取り扱い(投稿規定等)の現状や国内外における研究

データの利活用に向けた取り組み事例を調査し、データ引用を取り巻く状況を把握する。そ
の調査結果を元に、データ引用の一般化に向けた課題の解決方策を練ることを目的とする。

• 研究者、出版社、学会、図書館、情報流通業者等、職種の壁を越えて研究データ引用に関
わるメンバーを募り、我が国における研究データ引用の実現に向けての人的ネットワークを
作り、研究データ引用の付与に向けて立場を越えて議論可能な場の創設も目的とする。
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RDC小委員会の会合スケジュールと議題内容

• 2018年11月21日 プレミーティング

– 小委員会立ち上げ趣旨、提案書内容、小委員会の名称などについて

• 2019年1月30日 第1回会合

– 提案書説明、今後の進め方について、ブレインストーミング

• 2019年3月7日 第2回会合

– 小委員会の進め方・運営体制、ジャーナルポリシー調査、JOSS2019セッションへの参
加について

• 2019年7月2日 第3回会合

– JOSS2019セッション報告、ジャーナルポリシー調査結果について

• 2019年10月1日 第4回会合

– データ引用リーフレット、JDDCP翻訳、今後の活動、活動期間の半年延長について

• 2019年12月20日 第5回会合

– データ引用リーフレット、JDDCP翻訳の公開、JOSS2020への参加について

• 2020年2月3日 第6回会合

– RDUF公開シンポジウム、JOSS2020への参加、カレントアウェアネスへの寄稿について
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研究データ引用促進についての課題俯瞰図
(第1回会合のブレインストーミングで作成)
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研究データの引用促進についての課題
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RDC小委員会の主な活動

• 2019年5月27日・・・Japan Open Science Summit 2019において、セッション「研究活
動の新たな常識としてのデータ引用の実現に向けて」を開催。

• 2019年10月・・・Research Data Alliance (RDA) 14th Plenaryにおいて、ジャーナルポ
リシー調査結果のポスター発表(池内委員)

• 2019年12月・・・国際組織FORCE11による「データ引用原則の共同宣言(Joint 
Declaration of Data Citation Principles, JDDCP)」を日本語訳。

• 2020年2月27日・・・カレントアウェアネス-Eに以下の記事を寄稿。

– E-2233 リーフレット「研究データにDOIを付与するには？」の製作

– E-2234 「データ引用原則の共同宣言」：データ引用を学術界の慣習に

• 2020年3月・・・リーフレット「研究データにDOIを付与するには？」の製作と印刷・
配布。

• 2020年9月・・・カレントアウェアネスに以下の記事を寄稿。

– 能勢正仁, 池内有為. データ引用を研究活動の新たな常識に: 研究データ利活用協議
会(RDUF)リサーチデータサイテーション小委員会の活動」カレントアウェアネス. 2020, 
(345), CA1980, p. 2-4. (doi:10.11501/11546850)

• 2020年3月11日・・・RDUF公開シンポジウムにおいて、小委員会活動報告と小委
員会によるアンカンファレンスセッションの開催。

• 2020年6月3–4日・・・Japan Open Science Summit 2020において、他のRDUF小委
員会と合同でセッション「研究データ利活用に向けた活動と課題」の開催。 5



6

https://joss.rcos.nii.ac.jp/2019/
session/0527/?id=se_113

JOSS2019でのセッションプログラム
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池内委員のポスター
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.10025330

RDA 14th Plenaryにおける

ジャーナルポリシー調査結果
のポスター発表

調査手法
• 220の学術雑誌(22学術分野にお
ける高いIFを持つ10学術雑誌)の
データポリシーを調査した。

• 2014年に行われた同様の調査結
果と比較した。

結果

• データリポジトリに関する投稿規
約がある雑誌の割合は、

59.5%(2014年)85.0%(2019年)
と増加していた。

• データ引用の規約があるものは、
全体の55.0%に達していた。
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「データ引用原則の共同宣言(Joint Declaration of Data Citation Principles)」の邦訳 (全4ページ)

https://doi.org/10.11502/rduf_rdc_jddcp_ja
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https://current.ndl.go.jp/e2234

https://current.ndl.go.jp/e2233

カレントアウェアネス-Eの記事
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• 関連会議などで配布
• https://japanlinkcenter.org/rduf/ab

out/にPDFファイルを3月に掲載

リーフレット「研究データに
DOIを付与するには？」

• 外面では、研究者自身やその所属
機関にとってのDOI付与のメリットを

解説し、インセンティブ情報を提供し
ている。

• また、自分でサーバを運用するデー
タ提供者向けに、DOIの仕組みや
DOIの恒久性保証のための留意点も
載せている。

• 内面は、DOIを付与するための対応
がわかるフローチャートになっている。
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• タイトル「データ引用を研究活
動の新たな常識に：研究データ
利活用協議会（RDUF）リサーチ

データサイテーション小委員会
の活動」

• データ引用の重要性と最近の
動向を解説。

• RDUF/RDCの1年半の活動を紹
介。

カレントアウェアネスの記事
(doi:10.11501/11546850)



RDC小委員会の活動総括

• データ引用の普及に向けて、2019年1月～2020年6月の1年半の間、主に以下の
ような活動を行ってきた。

– 学術出版誌の投稿規定における研究データの位置づけ調査

– データ引用に関する英文の和訳

– データ引用に関する一般向け解説記事の出版

– JOSSやRDAなどにおける調査結果の報告

• 調査結果・報告などは、可能な限り、原典を示せる印刷物として成果物を残すよ
うに努めてきた。

• 本小委員会の活動や成果物が、データ公開者への評価やインセンティブを確立
する契機となり、やがてデータ引用が研究活動の常識となることを願っている。
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RDUFホームページより (https://japanlinkcenter.org/rduf/deliverable/)


	リサーチデータサイテーション(Research Data Citation : RDC)�小委員会活動報告
	RDC小委員会の概要
	RDC小委員会の会合スケジュールと議題内容
	研究データ引用促進についての課題俯瞰図�(第1回会合のブレインストーミングで作成)
	RDC小委員会の主な活動
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	RDC小委員会の活動総括

